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自治体に広がる「紙ひも」採用 
県内では豊見城市が初！他市の今後の動向に注目 
マナー違反の古紙出し 
 「古紙の入った紙袋の中から新聞や雑誌と混ざって

ごみや残飯、動物の死骸がでてくることがある。」これ

はある古紙回収業者の現場の声です。中が見えないか

ら何もかも入れてしまう心無い人の行為なのでしょう。

古紙は家庭やオフィスから回収され、古紙回収会社の

工場に持ち込まれます。「古紙は分別が命」と言われて

いる通り、種類ごとに分けて出すことで資源化が可能

となります。そのため工場では分別の精度をさらに高

めるため、手作業による選別が行なわれています。そ

の作業中に上記述のような異物が出てくることを察し

てみて下さい。明らかにマナー違反です。 
古紙のリサイクルは、家庭・オフィスにおいてしっ

かりと分別されていることを前提に構築されたシステ

ムなのです。このような異物混入が後を絶たないこと

から「中身が見えない紙袋入りの古紙は引きとらない」

事態に発展し、多くの自治体では「ひもで結束して出

して下さい」という指導に変わってきた背景がありま

す。選別する側の立場になって考えれば当然のことと

思います。県内には１１の市がありますが、そのほと

んどが「古紙はひもでしばって出してください」と指

導しています。ひもでしばって出すことで、選別する

人たちの「何が入っているのかわからない」という不

安を解消し、安心して選別作業に専念できるシステム

に改善していくことも大事なことです。 

資源化の視点で「紙ひも」 

 
 ほとんどの市は「ひもでしばる」ことを求めている

だけで、ビニールひもでしばって出しても構わないと

いうことなのですが、注目すべきは豊見城市の「紙ひ

も」指定による古紙出しです。「紙ひも」とは、古紙を

原料として作られたひものことで、ひもの強度を増す

ために、ねじりながら巻き上げるなどの工夫がされて

います。「紙ひも」採用によるメリットは何か？それは

①異物として工場で切り取る必要がなくなる（つまり、

ビニールひものごみが発生しなくなる）。②そのまま資

源化に回すことができる。③紙ひもという再生紙製品

のグリーン購入につながる。以上3点が大きなメリッ
トとして挙げられます。豊見城市は他市に先駆けて、

さらに一歩進んだ環境への取り組みを行なっていると

言えます。１家庭、１オフィスの数メートルのビニー

ルひも使用であっても、最終的に持ち込まれる古紙回

収工場では、あっという間にコンテナ一杯分のビニー

ルひもになるとのこと。紙ひもに切り替えることで、

このごみも発生しなくなるのです。 
県外での紙ひも採用例としては、秋田県能代市、静

岡県掛川市、福井県武生市などが挙げられ、紙ひもを

推奨する自治体も全国的に増加しています。豊見城市

に続き、県内自治体での紙ひも採用の動きに期待をし

たいものです。 
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この紙は新聞古紙100％再生紙、エコペーパー100です 

 



 

 
【世界の紙消費量上位１０カ国（2000年）】 

消費量 
順位 国  名 

(Kg/1人) 
１ フィンランド 351.7 
２ ベルギー 340.7 
３ アメリカ 331.7 
４ スウェーデン 277.1 
５ オランダ 272.9 
６ デンマーク 269.4 
７ ルクセンブルク 260.0 
８ 日本 249.9 
９ スイス 246.0 
10 カナダ 243.1 

 
※上記数値は（財）古紙再生促進センターＨＰ内

「紙・板紙消費量」を参照 

紙ひも「エコひも君」 
 当会では古紙プロジェクトの発足当初から紙ひもで

の結束をお願いしています。大量に排出する場合はダ

ンボール箱に入れた状態での回収もしておりますが、

分別がきちんとなされているという信頼関係のもとで

実施しております。また、手ごろな箱がない場合は、

やはり紙ひもで結束しての古紙出しをお願いしており

ます。当会が販売している紙ひも「エコひも君」は、

古紙が原料となって作られたものです。回収された古

紙から製品化されたエコひも君は、環境のことを考え

て作られた製品ですので、グリーン購入という点で愛

用して頂きたく、販売のご案内を致します。 
 
 

日本の１人あたり紙の年間消費量249.9kg！ 

世界平均の5倍も消費する 

250kgはどのくらいの紙の量か？ 

 2000年における日本の 1人あたり紙の消費量は約
250kgとなっています。250kgとはどのくらいの紙の
量になるのでしょうか。身近にあるもので換算してみ

ることにします。NTT西日本が発行している沖縄県本
島版のタウンページ1冊が約1.3kgです。タウンペー
ジで換算すると約192冊分に相当します。次にＡ４コ
ピー用紙で換算してみます。１包が 500枚入となって
いて重さが約２キロ。よって125包（１箱５包入なの
で箱数だと 25箱分）に相当する量です。家庭からは
新聞チラシが中心となりますが、企業では事業活動に

伴う大量の紙が使用され、排出されていきます。個人

ではさほど使用していないつもりでも、組織として大

量の紙を消費していることは身に覚えがあるかと思い

ます。それが積もり積もって年間単位で見てみると、

1人あたり250kgという想像を超える消費量になって
いるのです。 

紙消費量は所得レベルと密接な関係 
 紙の消費は生活様式や文化、産業と密接な関係にあ

り、世界の紙消費量は先進国と言われる国々に大きく

占められています。紙は多種多様な用途に使われます

が、生産される紙のうち、書籍など長く使われる製品

となるのは全体の 10％ほどで、残りの 90％は１回限
りのいわゆる使い捨て消耗品とのこと。その中でも印

刷用紙と筆記用紙の伸びが著しいようです。紙消費の

「エコひも君」当会にて販売中！ 

 年末・年度末に限らず、何かと重宝する紙ひもです。

古紙リサイクルのより良いシステム構築のため、また事

業所の皆様にもお求め安い価格で用意致しました。 
 

エコひも君 価格 

１セット（１巻５０Ｍ×１０個） 

特別価格\１．０５０－（税込） 

古紙プロジェクト参加事業所に限り、プラス配達料

３００円でお届け致します。 

ご注文は、０９８－８８６－３０３７まで 

 



 

【日本の1人あたり紙消費量推移】 
年 Kg/人 

１９８０年 
 

１５３ kg/人 

１９９０年 
 

２２９ kg/人 

２０００年 
 

２５０ kg/人 

※1980,1990 年の数値は「最新・紙
のリサイクル」（王子製紙編著）より 

【古紙回収量の報告】 
参加事業所から回収している古紙の月別回収量をグラフにて表しています。データは 2003年 4月～10月の

7ヶ月間を載せております。7ヶ月間の古紙総回収量は約４９トンです。この古紙は回収業者の(有)ふじ産業を
通し、確実に資源化されていることをご報告します。 

古紙回収量(2003年4月～10月）
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上位 10カ国が 1人あたり 240kgを超えていますが、
世界平均は約 50kg前後。アジア平均だと 27kg前後
であり、いかに先進諸国が飛びぬけて紙を消費してい

るかがわかります。 

国内の紙消費量も20年で1.6倍に 

 日本における紙消費量の推移を見てみると、戦後数

年間は紙不足の時期もあったようですが、その後は産

業発展とと

もに右肩上

がりで伸び

てきました。

2000 年を
基準として

10年前、20
年前の消費

量と比較し

てみると、

10 年前と
比較して1人あたり21kg増、20年前とでは97kgも
増加しているのです。「紙の消費は文化のバロメータ

ー」という言葉があるように、大量生産、大量消費の

道をひたすら歩んできたのでしょう。また、パソコン

の普及によってペーパーレス化が到来すると言われた

ものの、結果はその通りにはならず、逆に紙の消費は

増えています。 

 

 

捨てるのではなく資源化を 
 このニュースレターを通して何度もお伝えしていま

すが、沖縄における使用後の紙の行方は、多くがごみ

箱へ捨てられ焼却されているのが現状です。この小さ

な沖縄でさえ、多量の紙が流通し、消費されています。

分別さえきちんとされていれば、紙はリサイクルルー

トに乗り再生紙製品として生まれ変わるのです。紙は

ごみではありません。貴重な資源です。私たちは古紙

回収会社と連携し、古紙リサイクルシステム構築に向

けて事業を進めています。新聞・雑誌、パンフレット

類、ＯＡ用紙はもちろんのこと、リサイクルシュレッ

ダー機の導入により、機密文書の資源化も可能です。

古紙処理にお困りの事業所様、ぜひ当会までご連絡下

さい。ご説明に伺います。 

古紙ＰＪ新規入会事業所の報告 
 前号のニュースレターで沖縄リコー㈱様入会をお伝

えしましたが、その後も続々と入会しておりますので、

ご報告致します。 
 「金沢公認会計士事務所」（那覇市）、「田辺製薬㈱沖

縄営業所」（那覇市）、「大同火災海上保険㈱」（那覇市）、

「（財）21世紀職業財団沖縄事務所」（那覇市）、以上
4 事業所が新規入会しました。今後もこの輪を広げて
いきましょ



 

 

古紙プロジェクト参加事業所 
（2003 年 11 月末現在、計 21 事業所） 

 
 

・ ㈱沖縄ファミリーマート ・沖縄ツーリスト㈱ 

・ （学）沖縄大学 ・㈱沖縄タイムス社 

・ 琉球ジャスコ㈱ ・㈱琉球新報開発 

・ （有）沖縄環境経済研究所 ・㈱国際ビル産業 

・ 朝日新聞那覇支局 ・共同通信那覇支局 

・ ゆいまーる沖縄（有） ・㈱沖縄ダスキン 

・ ㈱イーエーシー ・琉球セメント㈱ 

・ （特）沖縄平和協力センター ・ＯＴＶ国和プラザ管理組合 

・ 沖縄リコー㈱ ・金沢公認会計士事務所 

・ 田辺製薬㈱沖縄営業所 ・大同火災海上保険㈱ 

・ （財）21 世紀職業財団沖縄事務所  

～ 沖縄の古紙リサイクルをリードする事業所です ～ 

資料請求・お問い合わせは 
古紙プロジェクト事務局（上原） 

TEL098-886-3037 FAX098-886-3001まで 
お気軽にどうぞ。ご連絡をお待ちしております。 



 

 


